
　中重度の高齢者を支えるには、地域の「互助力」が不可
欠であり、社会福祉協議会や地域包括支援センター、ケア
マネジャー等でチームを結成し、「どうしたら自宅で住み
続けられるか」を家族や地域住民の方と話し合う合同会議
を開催しました。
　その結果、地域の課題を共有することができ、直接、家
族や区長、民生委員の方に相談することによって、ゴミ捨
てなどの協力を得られるようになるなど、課題が解決され
ました。

取組みの特徴・成果

　認知症の独居高齢者や高齢夫婦のみ世帯の方の「本当は住み慣れた自宅で暮らし続けたい」との声を受け
て、地域住民の方と話し合う場を設けたところ、「火事になったらどうする」「24時間365日守れるのか」など
の声が上がっていたことから、定期巡回サービス事業者としてどのように地域づくりに貢献できるか考えました。

取組みを始めた背景・経緯
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【取組例】

評価のポイント

　中山間地域における、介護・看護の
両面からのアセスメントを踏まえた
24時間365日の在宅生活支援

　地域資源を活用した、地域ぐるみで
の課題解決

　事業所での自己評価により、介護職は健康状態のアセス
メントが不得手であることが明らかになったことから、モ
ニタリングの際に訪問看護師を同行させ、その視点を学ぶ
取組みを進めました。
　その結果、介護職が利用者の健康状態に関して訪問看護
師に相談しやすくなったことで、情報交換が密になり、平
成28年からの2年間で6件の自宅看取りを行うことができ
ました。

特に工夫した点

訪問看護師と介護福祉士が二人で訪問し状態を観察

近所 近所

近所

家族

24時間365日中山間での在宅生活をサポート、地域ぐるみで課題を解決

課 題 を 共 有
社協・包括・ケアマネとチームを結成

102歳と98歳の2人暮らしの夫婦

ごみの分別が
できていない…

解決に
向け協議

本当は自宅で
暮らし続けたい

徘徊が心配…

声掛け

了解 区長家族

ごみ捨ての
支援を依頼
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